
第
六
六
回
大
会
は
東
京
・
台
東
区
に

２
６
０
名
が
集
い
、
三
年
連
続
の
会
員
・

準
会
員
の
増
勢
の
な
か
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
一
年
の
間
に
１
０
０
０
名

近
く
の
新
た
な
会
員
・
準
会
員
を
迎
え
、

さ
ら
に
西
宮
、
荒
尾
・
玉
名
、
宇
部
の

三
支
部
が
新
た
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
大
使
館
の
汪
婉
参
事
官
が
「
中

日
関
係
は
改
善
し
つ
つ
あ
り
、
相
互
理

解
も
深
ま
っ
て
い

ま
す
。
協
会
の
全

国
各
地
で
の
地
道

な
友
好
交
流
活
動

に
敬
意
を
表
し
ま

す
」
と
来
賓
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
連
か
ら

本
部
役
員
二
名
と

代
議
員
七
名
が
参

加
し
「
機
関
紙
コ

ン

ク

ー

ル

で

は

「
府
連
通
信
」
「
大
阪
西
支
部
ニ
ュ
ー

ス
」
が
佳
作
に
選
ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
夜
の
祝
賀
会
で
は
平
松
代
議
員
が

三
〇
年
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

六
月
号
は
大
会
参
加
者
の
声
を
特
集
し
ま
し
た
。
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五
月
二
七
日
、
布
施
市
内
で
六
回

目
の
支
部
総
会
を
十
一
名
の
参
加
で

開
き
ま
し
た
。
支
部
活
動
を
見
た
時

に
組
織
活
動
の
五
原
則
「
①
役
員
会

を
毎
月
一
回
開
く
、
②
各
団
体
と
共

催
し
て
の
戦
争
展
や
中
秋
明
月
会
な

ど
多
彩
な
行
事
を
開
催
す
る
、
③
会

員
、
準
会
員
、
研
究
中
国
を
増
や
し

組
織
を
大
き
く
す
る
、
④
配
布
、
集

金
を
確
実
に
行
う
、
⑤
機
関
誌
・
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
」
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

中
国
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く

宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
隣
国
を
侵

略
し
た
歴
史
を
忘
れ
ず
、
中
国
を
正

し
く
理
解
す
る
た
め
、
中
国
の
文
化

に
ふ
れ
、
中
国
と
の
友
好
を
強
化
し

て
い
く
た
め
、
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒

に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
動
の
担
い
手
の
若
返
り
や
、

「
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
の
定
期
発
行
が

急
務
で
す
。

（
栗
山
俊
子
）

東
大
阪
支
部
総
会

五
原
則
の
活
動
で
支
部
運
営

六
六
回
大
会

三
年
連
続
会
員
が
増
加

府連通信
大会特集号

本
部
副
会
長
・
府
連
会
長

渡
辺

武

１
．
今
回
の
大
会
は
会
長
挨
拶
・

来
賓
挨
拶
・
理
事
長
報
告
な
ど
い
ず

れ
も
わ
が
国
の
現
状
に
対
す
る
歴
史

的
危
機
感
の
強
調
が
印
象
的
で
し
た
。

秘
密
保
護
法
・
戦
争
法
・
共
謀
罪
法
・

マ
ス
メ
デ
イ
ア
右
傾
化
な
ど
「
満
州

事
変
」
（
１
９
３
１
年
）
前
夜
に
似

て
き
た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

２
．
中
国
の
経
済
発
展
と
国
際
的

地
位
の
上
昇
が
め
ざ
ま
し
い
。
日
中

両
国
民
の
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
、

両
国
の
平
和
的
で
正
常
な
関
係
を
強

め
る
こ
と
が
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平

和
と
繁
栄
に
ま
す
ま
す
不
可
欠
で
あ

り
、
日
中
不
再
戦
の
決
意
を
踏
ま
え

た
日
中
友
好
運
動
が
果
た
す
役
割
も

一
層
大
き
く
な
る
こ
と
を
再
確
認
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

３
．
大
会
代
議
員
の
平
均
年
齢
が

六
八
歳
余
。
会
員
高
齢
化
の
問
題
は
、

過
去
一
年
間
の
物
故
者
や
退
会
者
の

多
さ
か
ら
も
痛
感
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
青
年
を
含
む
新
入
会
員
が
約

１
０
０
０
人
、
増
勢
で
大
会
を
迎
え

た
の
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。
大
阪
も

少
し
は
貢
献
で
き
た
事
を
喜
ば
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
活
動
が

活
発
化
す
れ
ば
仲
間
は
も
っ
と
増
え

る
、
と
の
教
訓
と
と
も
に
。

府
連
理
事
長

松
尾

豊

今
年
の
大
会
は
、
久
し
ぶ
り
に
二

日
目
が
七
つ
の
分
科
会
開
催
と
な
り
、

テ
ー
マ
ご
と
の
議
論
が
活
発
に
か
わ

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
第
六
分
科
会

「
中
国
百
科
検
定
」
で
座
長
を
務
め

ま
し
た
。
「
や
っ
て
い
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
の
に
広
が
り
が
も
う
一
つ
。

工
夫
を
凝
ら
し
通
年
の
取
組
に
し
て
、

次
回
は
も
っ
と
受
験
者
を
増
や
そ
う
」

と
の
意
思
統
一
が
さ
れ
ま
し
た
。

発
言
や
報
告
に
共
通
し
て
い
る
の

は
、
全
国
各
地
で
幅
広
い
分
野
で
日

中
友
好
活
動
が
展
開
さ
れ
、
そ
こ
に

参
加
し
た
人
た
ち
に
働
き
か
け
、
新

た
に
加
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
数
年
は
、
大
会
運
営
委
員
と

し
て
携
わ
り
ま
し
た
が
、
各
地
か
ら

の
発
言
も
事
前
に
要
請
し
た
発
言
要

旨
が
提
出
さ
れ
、
半
数
以
上
が
印
刷
・

配
布
さ
れ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
参
加
は
今
回
で
二
五
回

目
、
初
参
加
は
１
９
７
８
年
の
第
二

七
回
大
会
、
二
七
歳
の
時
で
し
た
。

全
体
か
ら
み
れ
ば
若
い
方
で
す
が

年
齢
を
重
ね
た
な
あ
と
嘆
息
。
も
っ

と
青
年
、
女
性
の
入
会
と
参
加
を
増

や
さ
ね
ば
と
思
い
ま
し
た
。

六
三
回

大
阪
府
連
大
会

五
月
十
七
日
エ
ル
お
お
さ
か
で
大

阪
平
和
国
際
友
好
団
体
共
同
講
演
会

『
世
界
は
ど
う
動
い
て
い
る
か
・
・
・

反
核
の
う
ね
り
か
ら
見
る
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
演
三
〇
分
前
に
は
、

会
場
は
熱
心
な
聴
衆
で
い
っ
ぱ
い
。

中
国
定
例
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
や
中

国
語
教
室
の
生
徒
さ
ん
、
太
極
拳
教

室
の
生
徒
さ
ん
の
顔
も
見
え
ま
し
た
。

講
師
の
緒
方
靖
夫
さ
ん
（
日
本
共

産
党
幹
部
会
副
委
員
長

国
際
委
員

会
責
任
者
）
は
用
意
さ
れ
た
資
料
に

基
づ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ

ま
し
た
。
話
題
は
ど
う
し
て
も
連
日

ミ
サ
イ
ル
実
験
を
す
る
北
朝
鮮
問
題

に
。
ア
メ
リ
カ
を
先
頭
と
す
る
頑
迷

な
核
保
有
国
の
自
分
た
ち
の
こ
と
は

棚
に
上
げ
て
「
戦
略
的
安
定
」
を
欠

く
、
な
ど
と
い
う
都
合
の
い
い
態
度
。

中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
の
北
朝
鮮
に
対
す

る
取
り
組
み
な
ど
実
際
に
ご
自
分
が

対
談
さ
れ
た
内
容
な
ど
お
話
し
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
質
疑
で
は
「
宝
塚
九
条
の

会
」
の
会
員
で
中
国
定
例
研
究
会
の

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
方
が
質
問
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

「
マ
ス
コ
ミ
が
連
日
、
北
朝
鮮
の

危
機
を
煽
り
立
て
る
。
ミ
サ
イ
ル
防

衛
シ
ス
テ
ム
が
必
要
や
で
。
イ
ー
ジ

ス
艦
も
も
っ
と
増
や
さ
な
い
か
ん
。

喜
ぶ
の
は
三
菱
重
工
、
川
崎
重
工
、

日
本
電
気
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ(

石
川
島
播
磨

重
工
）
、
新
明
和
工
業
な
ど
兵
器
産

業
。
地
下
鉄
止
め
ん
と
、
死
の
商
人

た
ち
の
暴
走
を
止
め
ん
と
・
・
・
。
」

会
場
か
ら
は
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

（
石
井
勉
）

緒
方
講
演
会

反
核
の
う
ね
り
か
ら
見
る
世
界
の
動
き

大
会
に
参
加
し
て

七
月
二
日(

日)

午
後
一
時
半

大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館

参
加
予
定
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

汪婉参事官の来賓あいさつ



府
連
副
会
長

山
本
恒
人

世
界
の
情
勢
は
転
換
点
に
あ
る
。
ト

ラ
ン
プ
の
自
国
主
義
は
ア
メ
リ
カ
の
覇

権
の
衰
退
の
象
徴
。
戦
争
で
は
な
く
対

話
、
地
球
環
境
の
保
全
、
自
由
貿
易
と

協
調
に
よ
る
世
界
経
済
の
発
展
を
唱
え

る
中
国
の
姿
。
安
倍
政
権
の
暴
走
と
日

本
の
平
和
憲
法
の
危
機
は
世
界
の
大
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
大
会
報
告
は
冒
頭

か
ら
的
を
射
た
分
析
。
大
阪
も
長
谷
川

テ
ル
反
戦
放
送
に
光
を
あ
て
、
市
民
団

体
と
の
連
携
で
南
京
大
虐
殺
の
歴
史
を

府
民
に
正
し
く
伝
え
る
運
動
、
が
ん
ば
っ

て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
神
奈
川
が
村

瀬
守
保
写
真
展
に
３
０
０
０
人
な
ど
、

不
再
戦
・
平
和
の
活
動
を
日
中
友
好
協

会
の
強
化
と
結
び
つ
け
た
ス
ケ
ー
ル
の

ち
が
っ
た
経
験
を
聴
く
と
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
。
支
部
を
柱
と
す
る
皆
さ
ん

の
力
は
ま
だ
花
開
い
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。

城
北
・
堺
の
支
部
創
設
、
再

ス
タ
ー
ト
は

大
阪
府
連
を

変
え
る
。
西
・

東
大
阪
の
日

常
活
動
は
新

し
い
動
き
の

手
本
。
世
界

の
情
勢
の
転

換
点
に
新
た

な
レ
ベ
ル
の

日
中
友
好
運

動
を
、
胸
に

誓
う
。

大
使
館
の
汪
婉
さ
ん
の
ご
挨
拶
で
は
、

わ
が
日
中
友
好
協
会
の
存
在
を
ど
れ
ほ

ど
頼
も
し
く
思
っ
て
く
れ
て
い
る
か
、

見
事
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

東
大
阪
支
部

松
原
弘
太
郎
（
初
）

満
七
八
歳
を
過
ぎ
て
大
会
に
初
参
加

で
す
。
特
色
あ
る
支
部
が
各
地
に
あ
る

の
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
不
再

戦
と
平
和
運
動
の
分

科
会
へ
参
加
し
、
日

中
不
再
戦
と
反
戦
に

つ
い
て
発
言
、
ま
ず

「
戦
争
は
一
度
始
め

た
ら
止
ま
ら
な
い
＝

止
め
ら
れ
な
い
」
と

述
べ
、
締
め
く
く
り

は
作
家
の
五
味
川
純

平
「
戦
争
と
人
間
」

の
小
説
に
出
て
く
る

「
昭
和
二
〇
年
八
月

ま
で
の
日
本
の
国
と

日
本
人
は
中
国
に
対

し
、
国
家
的
な
規
模
で
侵
略
し
、
国
民

的
な
規
模
で
迫
害
し
、
民
族
的
な
規
模

で
盗
賊
化
し
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る

事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

大
阪
西
支
部

青
田
敏
広
（
初
）

一
昨
年
の
春
、
西
支
部
主
催
の
餃
子
教

室
に
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
入
会
、

太
極
拳
教
室
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
毎

週
の
教
室
で
の
練
習
が
楽
し
く
、
待
ち

遠
し
い
日
々
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
だ
っ

た
ら
も
っ
と
若
い
時
に
巡
り
合
っ
て
い

た
ら
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。

く
し
く
も
、
今
回
の
大
会
が
、
私
の

人
生
と
同
年
齢
、
歴
史
的
運
動
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
協
会
の
貴
重
な
大
会
に
初

め
て
参
加
で
き
て
大
変
光
栄
で
す
。
全

国
の
代
議
員
の
み
な
さ
ん
の
発
言
に
は
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

堺
支
部(

準)

浅
田
勝
美
（
初
）

全
国
大
会
の
発
言
内
容
は
実
に
多
彩

で
豊
か
。
中
国
と
の
交
流
は
、
人
生
を

豊
か
に
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
改

め
て
実
感
。
１
０
０
歳
に
な
る

高
齢
役
員
が
い
る
、
「
日
本
会

議
」
や
白
寿
を
迎
え
た
中
曽
根

元
総
理
に
負
け
な
い
元
気
で
生

き
生
き
と
し
た
高
齢
の
方
々
が

沢
山
参
加
。

注
目
し
た
の
は
「
日
中
交
流

史
」
。
特
に
和
歌
山
県
連
の
毎

年
留
学
生
を
迎
え
て
「
日
中
交

流
史
を
巡
る
旅
」
・
・
・
中
国

で
真
言
密
教
を
学
び
、
日
本
で

真
言
宗
を
広
め
た
「
空
海
を
訪

ね
る
旅
」
「
醤
油
を
訪
ね
る
旅
」

「
お
茶
を
訪
ね
る
旅
」
「
金
山

寺
み
そ
を
訪
ね
る
旅
」
等
。
千
葉
の

「
日
中
交
流
史
」
の
発
言
内
容
か
ら
す

る
と
、
日
本
国
民
の
多
数
が
日
中
友
好

協
会
の
会
員
に
な
る
展
望
が
あ
る
。

「
日
本
と
中
国
の
関
係
は
戦
後
七
〇

年
の
ア
メ
リ
カ
と
は
違
い
、
奈
良
時
代

か
ら
の
１
５
０
０
年
以
上
の
長
い
交
流

が
あ
る
。
文
字
の
な
い
遅
れ
た
日
本
が

中
国
か
ら
文
字
を
教
え
ら
れ
、
そ
の
後
、

日
本
の
文
明
は
発
達
。
平
仮
名
や
カ
タ

カ
ナ
が
生
ま
れ
た
。
」

「
日
中
交
流
史
」
や
ほ
と
ん
ど
の
若

者
が
学
ん
で
い
な
い
「
近
現
代
史
」
の

学
習
会
。
南
京
事
件
な
ど
日
本
が
中
国
・

ア
ジ
ア
を
侵
略
し
た
歴
史
的
事
実
、
撫

順
の
奇
跡
、
中
国
人
や
朝
鮮
人
連
行
な

ど
を
学
ぶ
場
の
提
供
。
そ
し
て
、
日
中

平
和
友
好
の
多
彩
な
取
り
組
み
で
未
来

を
展
望
す
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
大

会
で
し
た
。

大
阪
西
支
部

松
原
弥
寿
夫

分
科
会
で
「
大
阪
府
連
の
活
動
は
二

五
ヶ
月
連
続
で
会
員
・
準
会
員
の
増
加

で
す
。
き
り
え
や
太
極
拳
も
高
齢
化
を

迎
え
若
返
り
の
取
り
組
み
は
非
常
に
重

要
で
す
。
順
調
に
見
え
る
東
京
や
全
国

各
支
部
も
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
太
極
拳
教
室
も

若
い
人
を
引
き
付
け
る
努
力
が
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
中
国
語
教
室
は
受
講

生
の
減
少
を
克
服
す
る
た
め
、
中
国
語

検
定
会
場
で
の
宣
伝
配
布
な
ど
、
新
し

い
取
り
組
み
も
始
め
て
、
昨
年
と
比
べ

て
底
を
打
っ
た
感
触
が
し
て
い
ま
す
。
」

と
発
言
し
ま
し
た
。

大
阪
西
支
部

平
松
悦
雄

一
〇
年
前
・
大
阪
で
全
国
大
会
が
開

催
さ
れ
初
参
加
、
二
日
目
に
二
〇
年
表

彰
を
代
表
し
て
受
け
ま
し
た
。
今
回
は

祝
賀
会

で
三

〇
年
会

員
の

六
人
を

代
表

し
て
表

彰
を

受
け
ま
し
た
。

二
度
代

表
し

て
受
け

た
多

年
表
彰

、
次

は
五
〇

年
を

め
ざ
し
ま
す
。

組
織
活
動
の
分
科
会
で
偶
然
両
隣
に

親
し
く
し
て
い
る
方
々
が
、
右
に
は
愛

知
、
左
に
は
千
葉
支
部
の
お
二
人
、
と

も
に
素
晴
ら
し
い
組
織
活
動
を
報
告
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
大
阪
府
連
や
大
阪
西

支
部
の
仲
間
の
お
か
げ
で
恥
ず
か
し
く

な
い
報
告
が
で
き
ま
し
た
。
全
体
会
・

分
科
会
で
教
訓
的
な
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
未
来
を
得
る
実
り
の
あ
る
大
会

で
し
た
。

大
阪
西
支
部

澤
野
井
公
夫

大
会
は
会
員
減
を
乗
り
越
え
増
勢
で

迎
え
ま
し
た
が
、
亡
く
な
っ
た
方
へ
の

黙
祷
が
、
か
つ
て
な
く
多
く
四
〇
名
を

超
え
、
高
齢
化
を
実
感
し
ま
し
た
。

各
地
の

戦
争
展
や

村
瀬
写
真

展
の
取
り

組
み
、
太

極
拳
や
き

り
え
の
文

化
活
動
、

中
国
百
科

検
定
な
ど

の
発
言
が

あ
り
、
組

織
活
動
五

原
則
の
活

動
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
考
委
員
会
に
参
加
し
ま
し
た

が
、
新
役
員
の
平
均
年
齢
が
六
八
才
と

非
常
に
高
く
、
男
女
比
も
女
性
一
〇
％

と
少
な
く
、
大
阪
府
連
も
同
じ
傾
向
な

の
で
大
き
な
課
題
と
し
て
、
対
策
の
必

要
を
感
じ
ま
し
た
。
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日
中
大
会
参
加
代
議
員
の
感
想

平松さん３０年表彰
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